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要旨 

 近年、様々な教育場面において学習者の自律性を重視する自律学習という概念を提唱した教育が

実施されている。国際交流基金のデータによると、2012年に中国における日本語学習者数は世界

一位になり、1,046,490人に達した。そして、中国の日本語教育に関する機関は 1800機関になり、

そのうち日本語専攻を設ける大学は 823 ヵ所になった。日本語専攻の大学生の学習目的は主に日

本文化への関心、将来の就職などであり、近年ではインターネットを通じて世界中からアクセス

がしやすくなっているので、ポップカルチャーへの興味、日本への留学、日本語でのコミュニケー

ションなど様々な事情で学習者のニーズも多様化している。学習者の言語運用能力を重視するだ

けではなく、多様化のニーズに応じて、日本社会文化、異文化交流を重視して、学習者の個別性

に対応した日本語教育が求められるようになった。その状況に応えて、自律学習は日本語教育の

一つの課題として研究されている。 

 言語教育における自律学習という概念は 1960年代のヨーロッパで生まれた。責任ある市民を育

てるためには、教育においてオートノミーを育てることが不可欠であるという認識が生まれた

（Brumfit,1984）。1970 年代、先進工業国では物質的な進歩が行き詰まり、人生の質の豊かさが

求められるようになってきた。オレック（Holec,1981）は成人教育における理論に言及し、人が

自分の人生の著者であるために自律学習が必要だと述べている。（青木・中田、2011） 

リトル（2011）は自律（autonomy）という用語を「自分自身を距離を置いて見ること、批判的

内省、意志決定、及び人に頼らずに行動するための能力」と定義していた。 

青木（2005）は、自律学習とは、「学習者が自分で自分の学習の理由あるいは目的と内容、方法

に関して選択を行い、その選択に基づいた計画を実行し、結果を評価すること」である。と定義

した。 

先行研究により、自律学習能力は学習者の生まれつきの能力ではなく、いろいろなアプローチ

によって育てるものであることが明らかになったが、自律学習において学習者がどのような役割

を担っているか、また、学習者が自律学習能力を養成するためにはどのような意識を持つ必要が

あるか、さらにどのような学習行動をしているかを解明することが重要な課題と思われる。従っ

て、本研究は中国の日本語専攻大学生の自律性を概観し、学習者における学習意識と学習行動を

明らかにすることを目的とする。さらに、学習者の観点から中国の大学日本語教育への示唆を提

示する。 

それを解明するために、中国の大学の 149 名の日本語専攻学生を調査対象とし、アンケート調

査を行った。その後、8つの問題に焦点を当て、3名の協力者にフォローアップインタビューを実

施した。 

データの分析枠組みについては、自律学習のプロセスと自律学習に関わる優秀な学習態度に基

づいて、「A 学習目的と学習目標を設定する」、「B 学習方法と学習リソースを選択する」、「C 学習

計画の遂行と自己モニター」、「D学習成果の評価」、「E学習中の気持ちをコントロールし積極的に

学習する」、「F周囲の状況を利用して学習環境を整える」、「G他者（教師も含めている）に依存せ

ず、自分の学習に責任を持つ」という 7つのグループに分けている。 

 7 つのグループをグループごとに学習意識と学習行動を概観し分析する。そして、各グループ
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に対応するフォローアップインタビューのデータを加え、詳しく分析する。分析により、自律学

習に対して、中国の日本語専攻大学生の学習意識と学習行動の実態を解明した。さらに、意識と

行動とのズレも言及した。 

郭（2013）は教師が自律学習における意識と行動を向上させるために、まず、自律学習に関す

る意識を実践に移し、同時にその意識を内在化し、教師の習慣にし、最後に、自分の実践への振

り返りにより、自分の行動に修正を加える必要があると述べた。中国の日本語専攻大学生にとっ

ては、自律学習における意識と行動を向上させるために、まず、自律学習のプロセスと自律的な

学習態度を意識化し、次に、その意識を習慣にし、実践しながら修正することが必要とされてい

ると言えるのではないだろうか。 

また、国外での英語の自律学習の誕生と発展には以下のような特徴がある（陳 2006）。①目標

言語環境と文化環境があること、②マルチメディアなどの学習リソースと固定な学習場所を設置

すること、③柔軟性がある学位制度が立てられ、学習者は自分のニーズに基づき自律学習センター

で学習することができること、④成人学習者を対象とすること。中国の大学日本語教育の場合は、

自律学習を発達させるために、以上のような要素を考えなければならない。中国の伝統的な教師

主導型の教育では、「強制力」という教師からの圧力は重要な役割を果たしている。そこで、自律

学習が生じる要因と中国の実情を合わせて考慮し、伝統的な「強制力」を自律学習の中で応用し、

中国での自律学習を発展させることを今後の課題として検討する必要がある。 
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